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資産の状況（単位：百万円）

社 　 　 名 千代田インテグレ株式会社
設 　 　 立 1955年9月
本社所在地 〒104-0044 東京都中央区明石町4-5
資 本 金 23億3,156万円
従 業 員 数 207名（グループ総計 3,606名）
U R L http://www.chiyoda-i.co.jp/

会社の概要

代表取締役会長 小池　光明
代表取締役社長 佐藤　　明
専 務 取 締 役 金邉　浩康
常 務 取 締 役 村澤　琢己
取 締 役 関口　　充
取 締 役 辻　　智晴
取 締 役 村田　　功

役員の状況（2020年3月26日現在）

取 締 役 加藤　裕之
取 締 役 柳沢　勝美
取 締 役 眞下　　修
常 勤 監 査 役 林　　孝総
監 査 役 遠藤　克博
監 査 役 菰田　当昭

大　株　主 持株数(株) 持株比率（％）
いちごトラスト・ピーティーイー・リミテッド 2,937,700 23.69
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 467,700 3.77
株式会社三菱UFJ銀行 429,000 3.46
日本生命保険相互会社 402,160 3.24
日本毛織株式会社 385,200 3.11
東京中小企業投資育成株式会社 378,020 3.05
BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND 325,700 2.63
第一生命保険株式会社 304,000 2.45
GOVERNMENT OF NORWAY 255,078 2.06
フォスター電機株式会社 249,800 2.01
※持株比率は自己株式1,128,462株を控除しています。

大株主（上位10名）

株式の状況
発行可能株式総数／発行済株式総数 32,600,000株／13,528,929株
株 主 数 4,341名

個人その他

16.98％
2,296千株

外国法人等

41.79％
5,654千株

その他法人

9.86％
1,333千株

金融機関

21.96％
2,970千株

自己株式

8.34％
1,128千株

金融商品取引業者

1.07％
145千株

所有者別株式数分布状況

株式情報（2019年12月31日現在）
▶︎親会社株主に帰属する
   当期純利益

▶︎経常利益

▶︎営業利益

▶︎売上高 前期 40,324百万円

前期比

4.9%

前期 2,646百万円

前期比

27.4%

前期 2,789百万円

前期比

22.1%

前期 2,090百万円
前期比

1.5%業種別売上高構成比

その他（北米等を含む）

負債純資産合計

44,813

現金及び預金
16,999

受取手形及び
売掛金
9,100

有形固定資産
9,922

無形固定資産
251

投資その他の資産
3,734

支払手形及び
買掛金
5,820
短期借入金
1,020

固定負債

1,492
繰延税金負債
598

流動資産
30,904

固定資産
13,908

純資産
34,656

流動負債
8,664

資産合計

44,813

38,358百万円

1,921百万円

2,172百万円

2,058百万円

地域別売上高構成比

9.6% 25.3%

日本

中国

27.7% 東南アジア

37.4%

OA機器

37.0%

AV機器

20.6%
自動車

17.0%

家電その他

14.4%

通信機器

11.0%
業種別

売上高構成比

地域別
売上高構成比

年 次 報 告 書
2019年1月1日〜2019年12月31日

千代田インテグレ株式会社
証券コード：6915



第64回定時株主総会決議のお知らせ

2020年3月26日開催の当社第64回定時株主総会において、
以下の通り報告並びに決議されました。

⃝報告事項
1. 第64期（2019年1月1日から2019年12月31日まで）

事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会
の連結計算書類監査結果報告の件

2. 第64期（2019年1月1日から2019年12月31日まで）
計算書類報告の件
本件は、各内容を報告いたしました。

⃝決議事項
第1号議案：剰余金処分の件

本件は、原案どおり承認可決され、期末配当金につきまし
ては1株につき95円と決定いたしました。

第2号議案：監査役1名選任の件
本件は、原案どおり林 孝総氏が選任され、就任いたしました。

株主メモ
事 業 年 度 1月1日から12月31日まで
剰余金の配当の基準日 12月31日
定 時 株 主 総 会 3月
単 元 株 式 数 100株
上場金融商品取引所

（ 証 券 コ ー ド ）
東京証券取引所

（6915）
公 告 方 法 電子公告

ただし、事故その他やむを得ない事由により電子公
告による公告をすることができない場合は、日本経
済新聞に掲載いたします。
公告掲載URL　http://www.chiyoda-i.co.jp/

株 主 名 簿 管 理 人 ／
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先／
電 話 照 会 先

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-232-711(通話料無料)

株式事務に関するご案内
お手続き内容 お問い合わせ先

⃝住所・氏名等のご変更
⃝単元未満株式の買取請求
⃝配当金の受領方法のご指定

口座を開設されている証券会社へ
お問い合わせください。

⃝未受領の配当金のご照会
⃝郵送物等の発送と返戻
⃝その他一般的な株式事務
⃝特別口座

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部までお問い合わせ
ください。
0120-232-711（通話料無料）

株主の皆様へ
　株主の皆様には、平素より格別の
ご支援ご愛顧を賜り誠にありがたく
厚く御礼申し上げます。
　当社の第64期（2019年1月1日か
ら2019年12月31日まで）の決算を
終了いたしましたので、ここに営業
の概況と主要項目につきましてご報
告申し上げます。
　今後とも株主の皆様の一層のご支
援ご鞭撻を賜りますようお願い申し
上げます。

当期（2019年12月期）の業績について
　当連結会計年度における世界経済は、米国においては、堅
調な雇用環境を背景に消費は底堅いものの、長引く米中貿
易摩擦問題の影響から企業収益が落ち込むなど景気の下振
れリスクが顕著になりました。中国においても、政府による
減税政策にもかかわらず、輸出が低迷し、企業の設備投資や
個人消費は振るいませんでした。他のアジア地域において
は、設備投資需要や個人消費は底堅いものの、世界貿易縮小
から輸出停滞が続き、軟調に推移しました。世界経済全体
は、米中貿易摩擦問題、欧州政治問題、中東情勢や香港デモ
の影響などから、先行きに対する強い不透明感が続いてお
ります。
　また、我が国経済は、海外経済の減速による輸出の低迷や
自然災害による製造業を中心とした生産活動の落ち込みな
どから企業業績は低調に推移しており、踊り場状態にあり
ます。
　このような経営環境の中で、当社グループは市場を見据
えた経営資源の選択と集中を進め、事業領域（顧客・地域・
商品）の拡大を加速させて、利益を生む戦略を推し進めてま
いりました。
　この結果、当連結会計年度の業績につきましては、売上高
は38,358百万円（前期比4.9％減）、営業利益は1,921百万
円（前期比27.4％減）、経常利益は2,172百万円（前期比
22.1％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は2,058百万
円（前期比1.5％減）となりました。

代表取締役社長　　

佐藤　明

スロバキア・
ブラチスラヴァ

社 　 名 CHIYODA INTEGRE 
SLOVAKIA, s.r.o.

設 立 2006年 12月
所 在 地 Udernicka 15, 85101 

Bratislava 5, Slovakia

千代田インテグレの 

C S R

ファミリーデーを開催しました

　2019年8月に当社関東事業所で
ファミリーデーを開催し、8組13
名のご家族が参加しました。当日
は当社のことを楽しく知ってもら
えるよう、会社説明会と工場見
学会の他に、社長との名刺交換
会やフォトフレーム作りを行い
ました。

　子どもたちは説明を真剣な
眼差しで聞き、お父さん・お
母さんは日頃職場では見せる
ことのない優しい表情をして
いました。
　当社では家族と会社のつな
がりを大切にし、家族が働く
職場・仕事内容の理解促進や
家庭内でのコミュニケーショ
ンを向上させることの一環と
して、今後もこのような活動
を継続的に行っていきます。

スロバキアでは自動車業界を中心に部品の製造販売、
またドイツのデュッセルドルフでは欧州系顧客の開拓
に向けた活動を行っています。昨今、欧州ではディス
プレイ・EV関連顧客の進出・拡大が著しく、これらの
成長市場に注力しビジネス拡大をしていきます。

ターゲットとする市場

2018年、2019年と2年連続してシュトゥットガルト
（ドイツ）の自動車内装展示会に出展しました。これを機
にグローバルに展開している
ティア1メーカー数社より具体
的な案件の引き合いを頂いて
おり、新たに欧州系顧客との取
引をスタートさせ、事業領域の
拡大を図っていきます。

事業領域の拡大に向けて

12月にスロバキアで社内のクリスマスパーティーを開き
ました。欧州ではクリスマスのイベントがとても重視され
ています。ビンゴゲ
ーム、プレゼント交
換、歌やダンス等を
し、今年は例年以上
に盛り上がり、パー
ティーは7時間を越
え、社内交流を深め
る場となりました。

社内レクリエーション-クリスマスパーティー


